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第 1 章 序 章
1.1 研究の背景と問題の所在
国際交流基金の最新データ1によると、2015 年度中国の日本語学習者数は 95 万人であり、




















































































































































































































「解釈と関連づけのスキル(Skills of interpreting and relating)」・「発見とインタラクション


























































Communicative Comepetence」と「Intercultural Communicative Competence」とが使用されている。文（1


























































































内的能力構成要素 1 認知的構成要素 知識 記憶 思考
2 情意的構成要素 感情 関心 態度 動機づけ

































































































岡・八島 2018：102）。「異文化間教育学会」の 2016 年度の大会で取り上げられた特定課題
研究において、異文化間能力とはどのような能力だと考えるかという話題に関して、異文
化間能力を構成する要素と考えられる知識（knowledge）・スキル (skills) ・態度 (attitudes,











1 位 言語（11 件） コミュニケーション（14 件） 寛容（27 件）
2 位 異文化（8 件） 傾聴（5 件） 柔軟性（11 件）

























































回避」・第 3 段階「違いへの適応・枠組みの転換」・第 4 段階「社会構造の再考・特権性の



























文化一般 Culture General 文化特定 Culture Specific
気づき Awareness AG AS
理解 Understanding UG US
対処 Coping CG CS
【Table 2.5】 AUC-GS 学習モデル（田中（2010：67）による）






















































































の異文化適応問題がよく取り上げられ（湯 2004；班 2004；葛 2007；一二三 2008；譚・今











































































































































西田（2007：451-452）は、中国に進出した日系企業 25 社で働く中国人 106 名に対して、
日本人の企業行動について「困難を感じる」問題について調査を行った。その結果、挙げ
た上位 5 項目は、第 1 位が「意思決定に時間がかかる」、第 2 位が「相手の言葉の問題」、
第 3 位が「年功序列型昇給の問題」、第 4 位が「仕事のやり方：中国の事情を理解しない」、
5 位が「情報共有が少ない」および同列で「自分の言葉の問題」であったという。まとめ
ると、中国人の従業員が日本人従業員との異文化接触の困難点と考えていることには、主
に、「経営管理・業務遂行行動上の問題（第 1 位と第 3 位）」・「言葉の問題（相手と自分）






ある。奥西・田中（2010）は、中国北部に位置する S 省の国立 S 大学および省都の T 市に





































































































1960 年代から 80 年代にかけて、第二言語学習11における動機づけに関する研究は、主に、





































【Figure 2.4】 WTC モデル（MacIntyre et al.1998：547）



















































































































































































化接触が偏見の変容を促進させる一方（呉 2008；河先 2010；曹 2005）、偏見が異文化接触
を阻害する面も重要視されるべきであると考えられる（吉 2001；葛 2007；一二三 2008；













































アプローチ（Modified Grounded Theory Approach，M-GTA と称する）を用いて、この研究










































































と判断して、調査協力者から除外することにした。2 年・ 3 年・ 4 年に対しては、各学年
における異文化接触の特徴を見、かつ異なる大学間での状況を比較するために、二大学に







2 年 3 名 21 名 24 名
62 名3 年 2 名 18 名 20 名
4 年 3 名 15 名 18 名
「B 大学」
2 年 3 名 20 名 23 名
49 名3 年 1 名 13 名 14 名
4 年 ― 12 名 12 名
合計 12 名 99 名 111 名 111 名
【Table 3.1】 調査協力者の内訳
そのうち、男性は 12 名、女性は 99 名で、女性の数が圧倒的に多い。また、調査は二大
学においてどちらもクラスごとで募集し、そして募集の時点で欠席の学生以外ほぼ全員応
13 中国の新学期は 9 月からであり、上半期は 9 月から翌年 1 月中旬までの学期で、下半期は翌年の 3 月
から７月中旬までである。
37
募した。しかし、2 年生の人数を見ると、二大学がほぼ同じであるが、3 年生、4 年生にお
いて「A 大学」が「B 大学」より人数が多かった14。これは「B 大学」が積極的に国際交流
を推し進めることと密接に関係している。「B 大学」の日本語学部は多くの日本の大学と連





















人数 /調査協力者総人数 ％ 人数 /調査協力者人数 ％
39 名 /111 名 35% 72 名 /111 名 65%
【Table 3.2】 二大学における異文化接触の経験者および未経験者数の内訳
【Table 3.2】から二大学において 3 割以上の日本語専攻大学生が異文化接触の経験を持
っていることが判明した。





人数 /「A 大学」調査協力者数 ％ 人数/「B 大学」調査協力者数 ％
「A 大学」 26 名 /62 名 42% 36 名 /62 名 58%



















2 年 8 名 /24 名 33% 16 名 /24 名 67%
3 年 7 名 /20 名 35% 13 名 /20 名 65%
4 年 11 名 /18 名 61% 7 名 /18 名 39%









2 年 5 名 /23 名 22% 18 名 /23 名 78%
3 年 1 名 /14 名 7% 13 名 /14 名 93%
4 年 7 名 /12 名 58% 5 名 /12 名 42%
39
【Table 3.5】 学年別異文化接触の経験者および未経験者数の内訳（「B 大学」）
「A 大学」においては、異文化接触経験を持っている学習者の人数は学年が上がるとと
もに上昇し、そして 4 年生になって、6 割の学習者がそのような経験を持つようになった
ということが明らかになった。「B 大学」においては、3 年生の調査協力者 14 名のうち、
経験者は 1 名しかなかったが、2 年から 4 年にかけて、全体的に経験者の人数が上昇する
















2 つの場合が考えられる。一つは 2 か月以上接触を継続し、そして調査の時点にも行って
いる場合、もう一つは調査の時点では行っていないが、前回の接触が調査の時点まで 2 か
月以上経っていない場合である。「2 か月」と限定したのは、中国の日本語専攻大学生にと











































A 5 名 /39 名 13% 2 名/39 名 5% 1 名/39 名 3%
B ― ― 2 名/39 名 5% 3 名/39 名 8%
計 5 名 /39 名 13% 4 名/39 名 10% 4 名/39 名 10%
3 年
A ― ― 3 名/39 名 8% 4 名/39 名 10%
B ― ― 1 名/39 名 3% ― ―
計 ― ― 4 名/39 名 10% 4 名/39 名 10%
4 年
A ― ― 9 名/39 名 23% 2 名/39 名 5%
B 1 名 /39 名 3% 2 名/39 名 5% 4 名/39 名 10%
計 1 名 /39 名 3% 11 名 /39 名 28% 6 名/39 名 15%
















中国語教室 大学 日本料理店 その他 合計
「A 大学」
人数
14 名/次 6 名 /次 10 名/次 4 名 /次 34 名 /次
「B 大学」
人数
3 名 /次 14 名/次 2 名/次 1 名 /次 20 名 /次









駐在員 主婦 子ども 教師 留学生 客 その他 合計
「A 大学」
人数
16 名 /次 4 名/次 2 名 /次 1 名 /次 6 名 /次 4 名 /次 1 名/次 34 名 /次
「B 大学」
人数
1 名 /次 1 名/次 1 名 /次 6 名 /次 8 名 /次 2 名 /次 1 名/次 20 名 /次





「留学生」と接触した経験を持っている学習者数が最も多く、それぞれ 17 名 /次、14 名 /
次であり、接触経験者総人数 54 名/次のうち 31 名/次をも占めている。一方、「その他」項
目に該当する人数は最も少なく、二大学にそれぞれ 1 名/次いるが、「A 大学」の 1 名/次は





各項目における人数から言えば、「大学」は 20 名/次、「中国語教室」は 17 名/次、「日本料



























大学別 中国語教室 大学 日本料理店 その他 合計
1 年
「A 大学」 3 名 /次 4 名/次 1 名 /次 ― 8 名 /次
「B 大学」 ― 9 名/次 1 名 /次 ― 10 名 /次
計 3 名 /次 13 名 /次 2 名 /次 ― 18 名 /次
2 年
「A 大学」 7 名 /次 ― 7 名 /次 ― 14 名 /次
「B 大学」 ― 3 名/次 1 名 /次 ― 4 名 /次
計 7 名 /次 3 名/次 8 名 /次 ― 18 名 /次
3 年
「A 大学」 4 名 /次 2 名/次 2 名 /次 4 名 /次 12 名 /次
「B 大学」 ― 1 名/次 ― ― 1 名 /次
計 4 名 /次 3 名/次 2 名 /次 4 名 /次 13 名 /次
4 年
「A 大学」 ― ― ― ― ―
「B 大学」 3 名 /次 1 名/次 ― 1 名 /次 5 名 /次
計 3 名 /次 1 名/次 ― 1 名 /次 5 名 /次
総人数 17 名 /次 20 名 /次 12 名/次 5 名 /次 54 名 /次
【Table 3.9】 学年・大学別「接触の場」
【Table 3.9】を見ると、日本語専攻大学生は、1 年生の時からすでに異文化接触を開始し、
低学年段階 17で異文化接触を開始する人数が 4 年間のうちもっとも多く、それぞれ 18 名 /
次と 18 名 /次で、接触開始者総人数 54 名 /次の 67%を占めている。そして、低学年段階で
は、接触が「中国語教室」・「大学」・「日本料理店」に集中しており、特に、1 年生では








人教師（2 名 /次）や日本人留学生（1 名 /次）との接触を開始した。1 年生時の接触を持続
する学習者がいることを考慮に入れると、全体的に言えば、2 年生は 1 年生より強い接触
の動機づけを持っていることが明らかになった。大学別の状況を見ると、「A 大学」は、大
学外での接触環境が安定しているため、学習者は、日本語能力の向上や不安の軽減などと
17 中国の日本語教育は「低学年段階」と「高学年段階」に分けられる。「低学年段階」は大学 1 年・ 2










大学 4 年では、「A 大学」には接触開始者が現れなかったが、「B 大学」には「中国語教
室」での接触を開始する学習者が 3 名 /次も現れた。これは、「B 大学」が中国語教室のあ
る日本人の生活地域からは距離的に遠いにもかかわらず、学習者が 4 年生になって異文化
接触の必要性を一層切実に認識するようになったため、それが距離による困難を越えたか





























0～2 か月 3～6 か月 7～12 か月 12 か月以上
中国語教室 1 名/次 5 名/次 9 名/次 2 名/次
大学 9 名/次 4 名/次 5 名/次 2 名/次
日本料理店 7 名/次 2 名/次 3 名/次 ―
その他 2 名/次 2 名/次 1 名/次 ―
合計 19 名/次 13 名/次 18 名/次 4 名/次
【Table 3.10】 接触の場別「接触期間」
「接触の場」ごとに「接触期間」を見ると、「中国語教室」における接触は「0～2 か月」
でやめた学習者が 1 名 /次いる以外は、16 名/次の学習者が接触を継続しており、「中国語教
室」で日本人に中国語を教えるという異文化接触は長く続けられていることが判明した。
「大学」での接触は、「0～2 か月」の範囲にある学習者が最も多く、接触を開始したばか
りの時期や、開始した直後にやめてしまったというケースが 2 つある。それ以外は、11 名
/次の学習者が 2 か月以上の「大学」での接触経験を持っていることが見られる。「日本料
理店」における接触も、「0～2 か月」範囲にある学習者が最も多く、7 名 /次である。その











3 回以上 /週 1-2 回/週 1 回以下/週 たまに
中国語教室 4 名 13 名 1 名 ―
大学 ― 14 名 3 名 3 名
日本料理店 8 名 3 名 ― ―
46
その他 3 名 2 名 ― ―
合計 15 名 32 名 4 名 3 名
【Table 3.11】 接触の場別「接触頻度」
「接触頻度」は、学習者によってそれぞれ異なるが、本研究では協力者の記述によって
「3 回以上/週」・「1-2 回/週」・「1 回以下 /週」・「たまに」に分けて「接触の場」によって
「接触頻度」がどのような様相を見せるかを検討する。そのうち、「3 回以上 /週」に 3 回 /
週から 7 回 /週までの接触が含まれ、「1 回以下 /週」に関しては、「全部で 2、3 時間」、「1












/週」がその次である。「日本料理店」での接触の場合は、「3 回以上 /週」が 8 名 /次で、そ





























































































〇 〇 〇 〇 〇
語学の学習 〇 〇


























































































































下 GTA と称する）」に修正を加えた技法である。GTA は、1960 年代にアメリアの社会学者




GTAには、4つに分化した形があり（木下 2007：2）、それぞれは：“The Discovery of Grounded
53
Theory（データ対話型理論の発見）”（Glaser and Strauss 1967)の「オリジナル版」、『Basics of
Qualitative Research: Grounded Theory Procedures and Technique （質的研究の基礎）』（Strauss
and Corbin 1990）の「ストラウス・コービン版」、グレーザーが対抗出版した『Basics of
Grounded Theory Analysis: Emergence vs. Forcing』（Glaser 1992）とそれ以前に発表していた
『Theoretical Sensitivity』（Glaser 1978）を合わせた「グレーザー版」、および木下の M-GTA、
つまり「修正版」である。
以下、グラウンデッド・セオリーとはどんな理論なのか、GTA はどんな研究に適してい

























































































た M-GTA は、以下の 7 項目の主要特性を持っている（木下 2003：44-45）。
















































































ータと直接対応関係の確認ができるようになっている。これにより coding & retrieval と

































ある大学生を調査協力者としなかった20。本調査は、第 3 章に取り扱われている 3 種 4 ケ





者がアクセスできる、という 3 つの基準から、中国遼寧省大連市にある 4 校（「A 大学」、




2 校のうち接触の場と対象が種別的により多い「A 大学」を残し、「B 大学」においてはイ
ンタビュー調査向けの協力者を募集しなかった。






































番号 性別 大学 学年 接触の場・対象 接触期間23 接触の状態
1 女 A 校 4 年生 中国語教室・駐在員 1 年半 持続
















6 女 A 校 4 年生 中国語教室・駐在員 1 年半 持続










8 女 A 校 2 年生 日本料理店・客 3 か月 持続していない
























15 女 A 校 3 年生 SNS ・日本にいる日本人 １年半 持続




17 女 E 校 4 年生 中国語教室・駐在員 2 年間 持続
18 女 A 校 4 年生 中国語教室・駐在員 2 年間 持続
19 女 A 校 4 年生 中国語教室・駐在員 2 年間 持続
20 女 A 校 1 年生 SNS ・日本にいる日本人 少し 持続していない
【Table 4.1】 インタビュー調査協力者一覧表
インタビュー調査は、2017 年 9～10 月の間に行った。調査する時は、4 校の協力を得て、
それぞれの大学の教室を利用することができた。筆者は、上記の協力者に対し、1 人あた





















第 5 章 中国日本語専攻大学生における異文化接触の
プロセス
第 4 章では、本研究において中国日本語専攻大学生における異文化接触の実態を分析す



















































































































































































































































































































































































































































































































しかし、外務省最新の『海外在留邦人数調査統計（平成 30 年版）24』（2017 年 10 月 1 日
時点）によると、中国在留日本人総数は 12 万 4,162 人で、そのうち、長期滞在者数は 12
万 1,095 人であり、在留日本人総数も長期滞在者数もアメリカに次いで世界第 2 位であり、






いて、在留日本人数が 4,840 人で世界第 39 位であり、「都市別長期滞在者数上位 50 位推移
（同書：42-43）」において、長期滞在者数が 4,796 人で同 31 位、在留日本人数も長期滞在
者数も中国では 8 位である。それに対して、中国における他都市の状況を見ると、上海は、




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（3 人は同じ日本料理店で［アルバイトをしていて］、もう 1 人は別の日本料理店です。
みな日本料理店でのアルバイトをしますが、あとでみんなやめちゃいました。［I:どうし
て？］何と言ったらいいですかね。日本人に中国語を教えるアルバイトほど儲からないで


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（3 人は同じ料理店で［アルバイトをする］、もう 1 人は別の日本料理店です。みな日本
料理店でのアルバイトをしますが、あとでみんなやめちゃいました。［I:どうして？］何て
言ったらいいかな。日本人に中国語を教えるアルバイト、家庭教師みたいなの、あれほど














42 中国人民元の「10 何元」は、2019 年 2 月現在で、日本円にして 200 円~300 円ぐらいに相当する。
161
也非常多。如果只是日语水平高的话并不是一个非常大的竞争力，所以我还是会想去学一些








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































異文化接触のプロセスを解明するために、本研究は、大連市にある 4 大学における 20
名の日本語専攻大学生を協力者として、半構造化インタビューを行い、M-GTA によるデー
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② 質問 3 の表にある「接触の対象」に関して、もしあなたの接触する対象の日本人の
タイプが違う場合は、そのタイプごとに記入してください。それに準じて「接触の場」
以降の欄もそのタイプごとに記入してください。
③ 質問 2 で触れる異文化接触には、「日本人教師の授業」を含まないこととします。
〇〇〇〇年〇日〇日
名前＿＿＿＿ 性別＿＿＿＿ 年齢＿＿＿＿ 出身地＿＿＿＿



















































































例）No.1-2→調査協力者番号 1 番、逐語録 2 ページ
No.0-A1→調査協力者番号 0 番（＝匿名化）学生 A の語り 1
No.0-A2→調査協力者番号 0 番（＝匿名化）学生 A の語り 2
No.0-B1→調査協力者番号 0 番（＝匿名化）学生 B の語り 1















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































感觉日本人就是他们年龄虽然 4、50 岁，但有时候表现出来就是不像中国的 4、50
岁的人那种给我的感觉。他们好像偏年轻，有时候说话的时候也就是比如说他们
个别的人那种习惯，就像我教的一个 45 岁的这个人，他就有时候自己说错了什么，
他就咔就趴桌子上了。
No.3-12
有时候上课挺开心的，还有上课就是挺高兴。比如说比如说他说一些东西说错啊
294
或者怎么样就挺好玩的，挺搞笑的。嗯嗯就挺总的来说，上课就挺愉快。（中略）。
有的时候异文化真的有不同的文化、不同的认识。这样导致上课的时候，反正说
话包括语言的问题特别好玩啊，有的时候我们同学几个都上课的我们有时候坐在
一起聊天，就说起来更多的学生好玩的事情，就是大家一起笑。
No.5-10
其实之前的话就不太敢开口说日语，但接触之后就是更敢说了。
No.5-14
但是慢慢的地发现啊他们也是普通人，也就是说的话呀、干的事啊、唠的嗑啊，
他们在日常生活中还是很随和很平易近人的，也就不会那么紧张了，也不会说和
他接触就得板板整整的，就是该干嘛干嘛。
No.5-15
但慢慢的话觉得那和日本人接触挺有意思的，
No.5-16
但是和日本人交流也觉得挺有意思，嗯，挺开心。
No.6-4
之前我发朋友圈她也给我评论了一下，我觉得天呀，这么久都没有联系……我一
直觉得日本人的性格是不太想跟人有过多的、深的交往，或者是太频繁的接触。
但是她给我评论我还挺惊喜的，毕竟都好久没联系了。
No.8-5
对我自己的日语学习有了一定的鼓励的作用。因为我一开始不是很想学这个，当
时一直在纠结大一要不要转专业。但是打工之后我觉得好好学一学的话还是能取
得一点小成就，它打消了我转专业的想法。
No.10-5
〇〇老师现在四十多岁吧，当时觉得挺严厉的，当然现在也挺严厉的，但是慢慢
熟悉了之后，也能够经常聊一些话题，挺幽默的。
No.10-7
我觉得在日语学习中和日本人进行接触是很重要的，对于我自己而言也是比较愉
快的经历。
No.15-11
先有第一次接触之后就心里有底了。所以就觉得自己更多去接触一下也可以。
No.17-5
就是我所以我觉得从这个侧面来讲吧应该也是对我教学水平的一个肯定。
No.17-13
嗯，会开心的，而且也会想，嗯，这个知识点，这样解释比较好，下次我还这么
干，就会有这种想法。
No.18-7
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开始的时候其实很紧张，心扑通扑通的跳，怕自己教不好。后来慢慢慢慢的，也
是对这个人有所了解了，还有就是自己语言水平可能也提高一些了，就会自由一
点，想说什么就说什么吧，也会有拘谨，但是还是比以前放的开。
理論的メモ ・＜対人関係の不安の軽減と満足感の獲得＞は情意的異文化接触の効果である。
・“你跟他熟了以后，就你们两个嘛，有的时候你说错什么也没有关系，他能听
懂”（No.1-3）→どうして「相手と長くなったら、2 人だけですから、間違って
も大丈夫です。相手が分かってくれるから」なのか？→「対人接触の経験」と
関係する。どうして「2 人だけですから」か？→初対面における日本人と接する
際に生じる不安である「他人からの評価」を意識しなくてもいいからか？→は
い。これは何を意味しているか？→＜接触に対する相手の関与姿勢＞に繋がっ
ていく。相手が優しくなくても緊張しない具体例もあるか？→その場合＜対人
関係の構築への努力＞が必要である。対応できなければ【困難】に負けて＜あ
きらめ＞につながっていく。
・No.5-14→相手が異なる文化背景を持っていても、やさしくて、普通の同国人
と同じようであると意識している。それが対人関係の不安の軽減に役立つ。→
教師側が対人関係構築の異文化接触に対する重要性を提示することが不可欠で
ある。
・“还有就是自己语言水平可能也提高一些了，就会自由一点，想说什么就说什
么吧，也会有拘谨，但是还是比以前放的开”（No.18-7）→＜コミュニケーション
能力の向上＞は、接触上の不安の軽減に繋がっている。
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添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（29） 他情報源から得た日本認識との総合
定義 異文化接触から得た日本認識が、日本語教師・日本語学習・マスメディア（日本
と中国双方のマスメディア）・ポップカルチャーなどの情報源から得たものと総
合し、日本や日本人への認識が深化すること。
具体例 No.3-13
感觉他们学校的活动也比较多。噢，对，有一次上课呢，突然那个主妇接电话，然
后就是告诉我稍等一下，他们好像是有那个消防演习，就是学校出什么事情，老师
通知她这一个人，然后由这个人再通知别的嗯小组的感觉。就是打电话说怎么了。
当时想，是这样啊。［I：你是觉得这个消防演习这个事比较新鲜啊，还是说他们传
播的这个方式不一样呢？］就是我感觉我上小学的时候没有这样的消防演习，学校
就是学校，让我们赶快跑下去，抱头啊，没有说家长啊什么的。就是家长对这个学
校方面呀就是了解。（中略）。平时我们只有家长会，其余的时间都和老师的交流比
较少。（中略）。他们都是各种方面，学习啊生活呀，以前也看日剧的时候看到一些。
就是那个开运动会的时候，那个形式也比较多，他们的，都是父母都去，然后就拿
那个摄像，就开始录。然后中午说是在嗯什么学校体育馆里面一起吃带的饭，都放
一起吃。
No.6-3
随着这个学的东西多了以后，然后大二就是去面试，接触就是教日本人，刚开始学
生少，然后教的多了以后发现很多和我们不同的地方。而且学校老师也会讲一些就
是有关文化的一些东西，自己看日剧什么的也能发现日本文化的一些传统啊什么
的，我就对日本这个国家也产生了兴趣，就是想更多地了解一下［日本］到底怎么
回事。
No.6-6
然后我的学生［学汉语的日本人学生］还挺能送我礼物的，我倒也不是说我觉得［送
礼物］怎么样，送礼物也体现了他们的一份心意，他们也可以不送。然后还有看日
剧吧，对有些［日本人］积极的一面，对生活的有些态度，比如说，很多很多方面，
比如说家居风格，或者是为人处事，然后还有他们日剧里面总是有很多经典的那个
台词什么的，就比较印象深刻。然后就慢慢的，我就会跟我父母唠叨这些。
No.13-8
但是看动画或者是问日本留学生。嗯，那电视剧就是感觉他们大学生好像就很轻松，
有自己就是需要去打工，需要怎么样可能学习没有那么重视，然后，但是就哪怕是
上课，他们都是那种感觉很不认真的感觉。我觉得没有，我觉得这个他们真的是没
有我们认真，但是可能到了真正到了进入社会以后，可能他们的整个环境的影响吧，
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我觉得都特别认真，然后比如说〇〇A老师和〇〇B老师他们真的特别认真。
No.19-4
其实日本人之间，尤其是我最近看了很多报道嘛。就是他们心里想的东西不会太表
现到外部上，而是在背地里面来弄一些东西，我特别害怕这种，尤其前两天听说
“ line”［一种聊天工具］上，他们［日本人］就是互相建一个群组，又会建另外一
个群组里面没有其中一个成员，然后专门骂这个成员这样。（中略）。这是日本的一
个社会现象，然后我不太喜欢这种，正好这些人就是日本的中学生或者大学生，然
后正好我去日本的时候大概就会是这些人是我的同事，我就会感觉挺恐怖的，尤其
还是外国人。
理論的メモ ・No.3-13→異文化接触から得た日本認識と日本のドラマから得た日本認識との
総合。No.6-3、No.6-6→異文化接触から得た日本認識、教室内で日本語教師から
得た日本認識、日本のドラマから得た日本認識との総合。それらを通して、日本・
日本人への認識を深める。＜文化理解の意識化＞に繋がっていく。さらに、その
深化した日本認識が日本・日本人への興味をそそる。“然后就慢慢的，我就会跟
我父母唠叨这些”（No.6-6）と述べたように、＜日本文化の受容＞、さらに＜異
文化接触の経験の共有＞に繋がっていく。
・No.19-4→＜他情報源から得た日本認識との総合＞は、必ずしもポジティブな
日本認識しか得られないわけではなく、ネガティブな日本認識になる可能性もあ
る。そのネガティブな日本認識が固定観念になり、その後の異文化接触、さらに
異文化理解を阻害する可能性もある。
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添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（30） 日本人イメージの具体化（個別化）
定義 日本人に対するイメージが全体的・抽象的から具体的・個別的になること。
具体例 No.1-11
他有的时候说的感觉还是挺直接的，就是日本人还是有的时候，她虽然表面当然他
做的就是挺礼貌呀挺什么的，反正就是给你留下印象都是好的印象。
No.4-18
他们比较有礼貌，吃饭的时候会笑的很大声。
No.5-10
就是还有一点就是我发现就是日本人时间观念特别强，但是有的时候他们也会有一
些松懈，比如说今天几点上课呀，今天几点下课啊，咱们早点下课吧，所以说嗯提
前假如说一般都是说提前一天要改那个上课时间。他会说唉呀今天实在不好意思
啊，我有点累了，咱们今天怎么怎么样，就是改一下上课时间？那也行。这都可以。
就是没有特别的对这个时间较真啊或者怎么样，有这样的。（中略）。可能在公司里
面他们会比较严守时间，但是在生活中，他们可能还是没有那么过多的要求。
No.7-8
包括外教啊，包括兼职的时候，我就发现日本人最大的一个特点就是他们会背一个
大书包，他们所有人，基本上所有人都会背一个特大书包，里面不知道装什么塞得
鼓鼓的，我也不知道在干嘛，然后他们喜欢穿运动鞋，他们特别喜欢穿运动鞋，不
管男女，就不管他上面穿的是什么，他底下一定会穿着运动鞋，噢，除非是那种穿
西服的那种，就是工作的呀，大部分就是去吃饭呀，两个人没什么事去吃饭，都会
穿运动鞋。
No.7-8
还有就是他们都说日本人不太喜欢和别人交流吧，但是我觉得也分人，有的会像那
种比较健谈的，就尤其的健谈，然后不爱说话的，就会经常一个人去吃饭，默默的
吃饭，然后也不和人打招呼的那种，就分两种，好像是挺极端的，我感觉。
No.7-18
［I：对日本人印象如何？现在。］很准时，这个印象比较深刻。
No.7-18
理工科一类的学生上课很无聊、很刻板。然后很不会聊天那种。理解能力很强，会
话能力很弱。然后做生意的学生就开朗很多，有关中文的知识面也很广。
No.8-7
有一个是我觉得比较奇怪，一开始大家都说日本人吃饭在饭店里特别安静，但其实
不是。他们吃饭喝酒什么的，跟中国人也一样，一群人喝了几口酒之后高兴了，嗓
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门也挺大的。我觉得这个让我挺奇怪，当时不是大家都说日本人吃饭的特别安静吗。
No.8-7
还是挺热闹的，没有那么轻声细语。但是我也不知道他们是在日本声小，在中国这
可能是受中国影响了？我不知道是什么原因，反正是跟我当时听到的不一样。
No.9-6
其实我对日本人没什么感觉，就是来上大学以后就感觉就怎么说呢，看〇〇A老师
和〇〇B老师就真的感觉他们活的就是特别累，但是就每一件事都做得非常井井有
条的那种感觉。这件事做完了那件事，我该做这个事的时候，我就不做别的事，就
这点，我真的特别佩服。嗯，就是怎么说呢，就是勤奋吗，这是。还有，以前也经
常听说日本人就是挺注重时间的，但是来这［大学］以后，真的是切身体会到了。
特别就是〇〇A老师的话，可能就更是时间段安排得非常有效率，非常注重时间。
No.9-7
日本人非常有礼貌，嗯，就是不管在时间啊，还是在对你的态度上，包括一起坐电
梯啊，这些小细节都能感觉出来。就应该是我们先让他进去嘛，但是他就是不进，
然后就等着你进，而且手一直把着电梯门那样就非常有礼貌。干什么都是这个。
No.10-5
就不像以往日本人给你的严谨的那种态度，很轻松。
No.10-7
但是从中也能感受到对日本人的一些认识，比如说彬彬有礼，考虑周全之类的。
No.12-7
我觉得就是日本干净，嗯，然后比较利索，日本人的印象就比较利索。但是，嗯，
偶尔看到那个留学生可能会也会比较邋遢一点。
No.12-7
挺萌的，这个萌萌怎么说呢？嗯，就是比较可爱。［I：嗯，那你主要说的是对年
轻的日本人的一些？］包括我们外教也是。［I：那你就是从外教那个地方获得就
比较萌的那种感觉是吧？］啊？嗯，但是嗯，就是，嗯，平时可能挺萌的，但是工
作上还是挺严格的。
No.12-7
他俩里边都有吧，萌的那个是一个，嗯，大叔吧，我们这么说大叔，然后他就是比
较和蔼，就能比较玩得开。然后嗯，严格的那位是老师，她就是挺严格的，但是嗯，
平时的时候还是觉得挺可爱的。
No.13-8
但是他们的认真好像就是在进入工作以后，可能就是学生时代他们可能跟我们比没
有我们认真。
No.14-3
但是和日本人接触的时候感觉。嗯 ..时间观念吧，他们真的对时间观念非常的说严
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苛可能有点过，但是他们真的非常遵守时间观念，比如说在什么时候要做什么都会
提前计划出来。
No.14-4
我在学日语之前对日本人有一些误解，这些误解建立在不了解的基础上。我印象比
较深的是在一次运动会上，我那时在做志愿者。当时有一位曾经在我们学校任职的
日本老师，她是回来看她曾经教过的学生比赛。当时和她有过短暂交流，觉得她很
温柔，和自己想象中的日本人不同，所以从当时起就有所改观。（中略）。之前的感
觉就是比较严肃，认真，非常不活泼。
No.14-4
以前因为对日本人不了解，所以对他们的印象都是基于自己的猜测或者家庭环境的
影响吧，觉得他们可能非常刻板、严肃。但是通过之后对之前运动会遇到的老师或
者通过与日本外教的交流，对他们的印象更加鲜活了，觉得他们其实也很活泼。虽
然我们语言不同，但是他们有的也很活泼，并不像我之前想象中的千篇一律，大家
都非常严肃的那种。像我的爷爷奶奶之前给我讲的关于日本和我国的历史之类的。
包括我家是在东北这一带，家里以前有人当过兵，所以他们对日本的评价都不是那
么中肯吧。我觉得他们的评价给我对日本的想象都有一定的影响，但是果然还是需
要自己亲自去接触和交往才能认识到日本人到底是什么样的。
No.18-8
刚去兼职的时候不会倒酒，然后有一桌日本人是常客，发现我是新来的服务生，就
叫我过来倒酒，还会提醒我，在旁边笑着看着让我加油的那种，他们都会叫来服务
生倒酒而不是自己倒酒。感觉他们在工作和平常娱乐的时候还是有很大不一样的地
方。
No.19-3
和我想象中的还是不太一样的，没有我想象当中那么严格，我感觉他们比较厉害的
就是在工作之余吧，可能有的人比较辛苦，工作之后会去那种吃饭的地方再喝酒谈
一些事情之类的，这种就是比较辛苦。还有就是日常生活之中，大部分人都是尽可
能有自己的爱好的，比如说有的人特别喜欢音乐，会自己在家弄音乐，自己买相关
设备、自己作曲。还有的人会弹吉他。我感觉这方面两国差异就比较大，如果是中
国人工作很累的话可能之后就不会再弄这些东西，但是日本人的话可能就是这是工
作，这是我的一个爱好，无论怎么样都可以给他坚持下去，我认为这一点而言挺让
我佩服的。和我想象的真的不一样，而且人都比较温柔。［I：你之前想象当中的是
什么样的呢？］工作狂啊。然后可能做什么都比较认真，也不太会和你比较好的交
流或沟通那种，最开始真的是这种感觉。
No.19-4
我感觉外教对我的影响还是挺大的，尤其是〇〇A老师，她特别特别认真，就是她
给我影响最大的就是她是我第一个接触到的日本人，而且她是特别传统的日本人，
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就是她可以提前两个月就把两个月之后的事情计划到每分每秒，然后大概也是教了
我挺多。比如说我给她发邮件的时候，老师会从头到尾把我的邮件也帮忙改正了，
就是特别感谢她，也是从最开始让我可以了解日本人的一个契机。再后来是〇〇B
老师，她对我的影响最大，开始的时候是在N1 的班，我坐在后面，感觉她特别特
别的厉害，什么都是有条理的能把这些事情都做好。
No.0-A14
那个主妇比较喜欢跟我谈问题聊天，然后我说那你后来我们俩就谈，我说你丈夫在
公司里面是什么职位呀？然后她说我不知道！她丈夫应该在公司里面是课长。她说
我不知道。然后每次一问，然后有的时候我问他丈夫，我说这个假期，我说你准备
去哪儿去哪儿，他说我就在家呆着，然后我说那你妻子，我说就是她不学汉语了，
她忙着呢？她忙啥呢？他说我不了解。然后我就觉得，唉？［奇怪］你说他俩关系
好都不知道双方在干啥。
No.0-A15
还有我就发现他们相处过程当中就特别有意思的一个点嘛，就是我教一个△△［公
司名］的一个叫〇〇A的一个人，然后后来我又教他太太。所以说然后我就觉得他
们俩，我教〇〇B，就感觉他跟他妻子关系可融洽了，就有的时候要视频啊，然后
各种的给女儿给妻子准备礼物啊，然后就可浪漫了，然后那个〇〇A跟他夫人我就
感觉两人好像是不是不交流啊，根本，就是〇〇A，象〇〇A他在△△A［国家名］
待了六年，他会△△A［国家名］语。然后后来他学中文也将近学了两年多了吧，
然后后来我有一天我教了〇〇A以后好像第二天就教他妻子，然后去了以后我就没
想跟他说说我教你丈夫，然后她自己看到那个签名，她说，唉？这个〇〇A是不是
戴眼镜的那个，在△△［公司名］什么工作的那个？我说对，她说那个是我老公。
然后我说，啊？我只能装作非常那个吃惊的样子 ,“啊？你老公？”她说他也学汉
语吗？我说对呀，我说他的汉语水平很高呀，她说他在家没说过我不知道。然后后
来就我俩。那个主妇我感觉她不太喜欢学习，就比较喜欢跟我谈问题聊天，然后我
说你丈夫在公司里面是什么职位呀？然后她说我不知道！她丈夫应该在公司里面是
课长。她说我不知道。然后每次一问，然后有的时候我问〇〇A，我说这个假期，
我说你准备去哪儿去哪儿，他说我就在家呆着，然后我说那那那你妻子，我说就是
她不学汉语了，她忙着呢？她忙啥呢？他说我不了解。然后我就觉得，唉？但是你
说他俩不恩爱吗？〇〇A从去△△A［国家名］的时候也带着妻子去，然后在△△B
［国家名］的时候是没办法，只待了一年，没有带妻子去。妻子后来中国也是一直
带着他妻子来。
理論的メモ ・“反正就是给你留下印象都是好的印象”（No.1-11）、“但是果然还是需要自己亲
自去接触和交往才能认识到日本人到底是什么样的”（No.14-4）→日本人イメージ
が具体化するに伴い、日本人に好印象を持つようになる。＜日本文化の受容＞に
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繋がっていく。
・“可能在公司里面他们会比较严守时间，但是在生活中，他们可能还是没有那么
过多的要求”（No.5-10）、“反正是跟我当时听到的不一样”（No.8-7）、“和我想象
中的还是不太一样的，没有我想象当中那么严格”（No.19-3）→日本人イメージが
具体化するに伴い、前に持っていた日本人イメージが個別化するようになる。→
ステレオタイプの崩壊。
・異文化接触から得た具体的、個別的イメージは、偏見という固定観念を修正す
る作用を持つ。→異文化接触が両国間の互いに持っている偏見の減少に繋がり、
異文化理解に役立つことを示唆している。
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添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（31） 文化理解の意識化
定義 他文化への認識と理解・自文化への気づきと批判的な意識・両文化の共通点と相
違点の認識・異文化理解一般に対する認識などを意識化すること。
具体例 No.1-5
就是就像我每次结束，嗯，上完这个，可能不再教他，最后的时候，他就会给你礼
金、红包，然后给你礼物这种的，然后上面还写一句话。也感觉他们平常的话，嗯，
平常的话，可能感觉挺讲究的，还是然后送你的礼物都包装得特别精致。
No.1-6
另外她们就是主妇呀，就是日本女人还是特别やさしい的，性格就是很好很柔。嗯，
她们那个就是在外国的生活那个适应能力还挺强的，嗯，就是自己又照顾孩子，然
后还想学好多东西，就是不光问你汉语的一些问题，还问你就是比如说怎么用手机
买东西啊，怎么叫“滴滴”打车呀，我觉得能学会吗？就是后来她真的学会了！还
有日本主妇发现她有个特点，就是她比如说将一个消息通知给别人，她就把它当作
很重要的事，联络来联络去的，就是那种。
No.2-11
他说中国的女孩和父母的关系很亲密，他的意思是父母什么都要管着，但是在日本
可能就不是这样了。
No.2-18
就我觉得特别是日本人，如果他说中国不好的话，有的地方我也能接受，像现在我
过马路，我说那车不让人我心里可火了。
No.3-2
比如说就是端午节。我给他们介绍端午节的时候他们也有端午节，我以前听说过日
本、韩国有，但是具体不太明白，那日本说是子供の日，然后我说那我们吃粽子，
他说他们也吃粽子，与咱们的材料是相同的，也是糯米做的。我说呀，原来是这样
啊。嗯，包括这种各种文化方面的东西，感觉噢，原来是这样，日本也有相同以及
不同的地方。
No.3-7
不过他们平时他们穿着什么都挺干净的。
No.3-12
她们都是主妇，每周经常都要去学校做志愿活动，上次是什么图书馆去贴画，干什
么东西收拾啊，妈妈都要去的，就是要轮。还有什么游泳啊，要去参观。然后每个
学期好像都有一两次就是家长一起到学校去参观看孩子观摩怎么生活呀，怎么学习
啊，朋友啊，很多可以去参观的。固定的一个日子他们基本都是爸爸妈妈一起去，
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我总感觉就是在教育方面他们的父母都很关注孩子的教育，以及开运动会的时候也
是父母要参加活动，中国的幼儿园可能也有，我们那个时候没有。嗯，就感觉当时
也是妈妈就在我上学的时候感觉爸妈对我的就是这么没有这么关注。在日本就感觉
他妈妈可能是就是不工作，全职为了孩子，我感觉这个对孩子的这个教育感觉挺有
帮助的，每天都可以陪伴孩子身边。
No.3-13
还有就是有一次上课呢，突然那个主妇接电话，然后就是告诉我稍等一下，他们好
像是有那个消防演习，就是学校出什么事情，老师通知他这一个人，然后由这个人
再通知别的嗯小组的感觉。就是打电话说怎么了。
No.3-13
我就感觉你们［日本］的学校原来是这样的啊。有一点感觉他们个性就是人才的培
养，感觉挺重视的哈。
No.4-19
但是就是换个角度看吧。他那么说也有那么说的理由。无可厚非。（中略）。后来我
想确实假的东西挺多的。
No.5-4
但是看他们就是也会发现他们身上一些优点，就是看到了就觉得日本人素质很好，
吃饭的时候声音很小，就哪怕唠嗑的话也不会吵到旁边的人，吃完饭之后桌子上特
别干净，感觉很很惊讶的感觉。
No.5-7
还有，就是嗯，但是他们很有礼貌很谦虚，这点也很值得学习。
No.5-8
这些就比较琐碎了，就可能有的时候课本上有一些知识会问一些日本相关的，让他
用中文说，听到一些表述就能听就是能听到一些，比如说他们有一些家庭观念呀，
就是像我有一个学生他有三四个女儿，然后我就问他为什么要生这么多女儿？他说
他还想要一个儿子，我说噢原来日本人也有这种儿子的观念。
No.6-6
还有就很重要的一点原因是我跟日本人有了接触，就是讲课，我觉得普通民众［日
本］，根本就没有政治层面想的那么复杂，就是很单纯的，你对我好，我也对你好，
没有说是有那么深的民族仇恨。然后我的学生还挺能送我礼物的，我倒也不是说我
觉得［送礼物］怎么样，送礼物也体现了他们的一份心意，他们也可以不送。
No.7-8
之前也是有学习惰性，不愿意接触也不愿意了解，会有点误解。主要还是和个人性
格有关。跟国家好像没啥关系。
No.7-18
很准时，这个印象比较深刻。
305
No.8-3
我觉得第一方面是对日本的行为、习惯、生活方式有了一定的了解。
No.8-6
［I：这个本身不是你学了日语之后才有这种意识，原来的时候也是这种想法，是
吗？］是日语让我更注重这个了，因为日本的礼节方面特别是繁琐还很重要，日本
人很重视这个地方。
No.8-6
他们吃饭的时候如果有汤的话，他们会先用勺子舀一口汤。去吃饭的时候，他们会
把饭吃得很干净，盘子上装饰的萝卜泥，他们也会拿走吃掉，整个盘子他们都会吃
得很干净，不会像中国人剩个底儿大手大脚的不要了。而且有的人他会保持桌面干
净，有的人他不会，我觉得这可能是个人方面，但是可能也是日本的一个文化，是
会注意一下餐桌整洁。吃完了之后，周边的那个纸巾他们会放到一边，不会放到哪
都是，中国人的话可能就会随手放了。
No.8-6
他们有榻榻米的屋子，吃完饭出来的时候见到服务员他会点一下头，我们鞠躬回应
一下，觉得自己受到了尊重，如果在中国餐厅如果当服务员的话不会这样，中国人
可能会对你吆五喝六的喊一声过来了，见到你跟看不见一样，日本人他看着你会跟
你点个头。
No.9-10
跟日本人交流，确实是感觉学到了很多东西。嗯，就是刚才说到就是他们日本人的
生活方式啊，什么各种各种态度啊，包括我们看什么，他们看就是不一样的。嗯，
就是这种，换个角度看，我觉得挺有意思的，就是中国人是这么想的，你们认为是
这么想的，这个，这个不是说什么课本上的知识，这个我觉得就是了解这方面，我
觉得对跨文化那个交流是挺有帮助的。
No.10-6
还是比较严厉，比如说〇〇老师，这个学生不及格的话，就是不及格，不会给你合
格的，但是中国老师，可能会给你想办法，这算是人情方面的吧。
No.10-6
有件事感触比较深的。他问我老家是哪，我说是河北邯郸，他说邯郸是秦始皇的老
家，我想秦朝是在山西那边吧，老家怎么在邯郸。就怀疑了一下，不自信就在百度
上查了一下，确实是，秦始皇是在邯郸出生的。当时我就说对不起，我错了。他说
你为什么要道歉。我觉得作为一个中国人很惭愧。我问他你好像对三国很了解，他
说是看日本的漫画，就是把三国改编成漫画了。感觉自己如果出糗，感觉特别丢人，
自己对本国的文化不了解。这个学期以来，还不怎么忙的时候，我下了一本《颜氏
家训》，有纸可以倒过来竖着写，每天晚上写一张，一天写一张。算是练字，也算
是了解一下中国古代的文化。（中略）。反正当时算是对自己冲击挺大，感觉特别惭
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愧。
No.10-6
和〇〇老师交流的时候，有些是中国特有的东西，比如说乞丐，日本几乎看不到，
她说这么多年见过的不超过五个，但是中国几乎每天，你出去逛街街就能看到一大
片。
No.10-6
而且看书的话，会着重选取一些和日本有关的。买书的话，会着重中日两国的对比，
比如说，近藤大介写的一本《中国缺什么，日本缺什么》，还有《疯狂周刊》的从
另一个角度看日本。
No.10-7
更重要的是通过某些事情感受到行为方式以及思考方式的不同，能更好地理解日本
以及日本文化。
No.16-8
我感觉日本人和中国人不是说非常的像。从相貌上来讲，两者可能没有那么大的区
别。但是性格上来讲，可能相对来讲自己接触不是特别的多，不管是职场上日本人
还是职场上的中国人都是一样的，但是可以根据我见过的进行一个比较，如果是职
场上的日本人的话，感觉上是日本人做事相对来讲更认真一些，对事情的态度比较
严肃一点。不是说中国就不好，肯定不是这种意思，我觉得日本人对这些东西他照
顾得相对来说比较全面。
No.18-6
不一样的地方挺多的吧。首先感觉礼尚往来比较多，还有就是他们的挨拶这个地方
比较注重，对。我还觉得他们特别有思いやり，特别好。
類似例：
No.0-A16
但是我问了一下就在美国留学的那个人，他说根本不是这个原因，他就是因为现在
越南和泰国比中国劳动力便宜所以才走的，并不是说因为中国人不讲理呀、做东西
不认真的原因。
No.0-A17
您看像中国不好的地方我就看那个车，你看车现在哈，如果我要是没学日语，没接
触日本人，我总觉得是正常，车就不应该让人，那我现在学了，你接触的日本人，
我就寻思怎么就不能跟人家国家学习？
No.0-A18
你们天天就这么这么做，中国人咱自己就好说了，你给人外国人啥印象？
理論的メモ ・“感觉噢，原来是这样，日本也有相同以及不同的地方”（No.3-2）→両文化の
共通点と相違点の認識ができた。
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・“但是看他们就是也会发现他们身上一些优点”（No.5-4）、“这点也很值得学习”
（No.5-7）など→他文化への認識と理解を深めた。
・“我觉得普通民众［日本］，根本就没有政治层面想的那么复杂，就是很单纯的，
你对我好，我也对你好，没有说是有那么深的民族仇恨。”（No.6-6）→＜文化理解
の意識化＞は、＜日本文化の受容＞に影響を与える。
・“换个角度看，我觉得挺有意思的，就是中国人是这么想的，你们认为是这么想
的，这个，这个不是说什么课本上的知识，这个我觉得就是了解这方面，我觉得对
跨文化那个交流是挺有帮助的”（No.9-10）→日本語専攻大学生は、異文化接触に
際して、文化間に存在する差異を認めるような異文化理解の重要性を認識するよ
うになる。日本語専攻大学生は、日本人に具体的なイメージを形成し、それによ
ってそれまでに抱いていた偏見が減少し、異文化理解に対する認識ができるの
だ。→＜日本人イメージの具体化（個別化）＞が＜文化理解の意識化＞に影響を
与えることをさらに裏付けた。
・“感觉特别丢人，自己对本国的文化不了解”（No.10-6）→中国文化への気付き。
→日本語教育における中国文化重視への配慮が足りないことを示唆している。
・“我就寻思怎么就不能跟人家国家学习”（No.0-A17）→接触が継続しているう
ちに、日本語専攻大学生は、自文化を批判的に見るようになり、さらにそれによ
って他文化への固定観念を修正し、＜日本文化への受容＞を促す。
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添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（32） 日本文化の受容
定義 日本文化が好きになることや、日本の社会通念を受け入れることのように、日本
文化に受容な態度をとること。
具体例 No.1-1
［I：为什么想去日本留学？］跟日本人接触也有关系吧。嗯，就是想去看一看，
切身去日本体会一下那种。
No.1-2
他们就是人跟人相处那种感觉，我也挺喜欢的。
No.1-6
嗯，日本人还是挺讲究的，我觉得。就是就像我每次结束，嗯，上完这个，可能不
再教他，最后的时候，他就会给你礼金、红包，然后给你礼物这种的，然后上面还
写一句话。也感觉他们平常的话，嗯，平常的话，可能感觉挺讲究的，还是然后送
你的礼物都包装得特别精致。对，挺讲究的，然后送你的礼物都包装得特别精致。
（中略）。就是前两天我有两个学生都是教他完，对，他有送我钢笔啊什么的，嗯，
就感觉还是挺讲究。
No.1-13
嗯，现在我感觉就是嗯，已经知道，就是就是教授，我有那个嗯，觉得自己那个方
向有点明确了。就是嗯，就是因为也有这么长时间的经验了吧，可能就会越来越容
易做到就是日本人比较接受的那种。往那方向贴近。
No.2-6
甚至你还觉得其实他们还挺好，挺友好的。
No.14-2
通过和日本人的接触我觉得日本人不是我想象的那样，对他们改变了印象。我的家
乡在东北，家里的长辈有很多对日本有一些偏见，这也是我尽可能想让他们改变他
们自己的观念的地方。
No.18-6
就是第二次再上课的时候就顺手［把礼物］带过去了这样，以后我也就养成这样的
习惯了。
No.18-6
后面也就我会反过来问他们“你们喜欢吃什么”或者“你们有什么想吃的吗？”，
一般我都是送吃的，用的非常少。用的话就可能是小本子啊，做笔记的时候用这样
的，送一些小礼物。
No.0-E1
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文化我感觉我都挺喜欢，文化我就是刻意不去接触明治维新之后二战那段时间的历
史，其他的我都看，像什么江户时代的历史，我也会偶尔接触一下。对日本人嘛因
为在网上老去日本的网站，所以日本的那种右翼分子我也都能看见，像什么说中国
要发射核弹，中国威胁论什么的也都看见过，但是那种看看就算了，我觉得我接触
过的日本人都挺好的。
理論的メモ ・No.1-1；No.14-2→異文化接触は、日本への留学、家族の日本への固定観念を減
少させようとする意識に繋がる。日本に対する受容の態度が生成した。
・“可能就会越来越容易做到就是日本人比较接受的那种。往那方向贴近”（No.1-
13）、“以后我也就养成这样的习惯了”（No.18-6）→日本の風俗習慣などのような
社会通念を受け入れ、接触している間、日本人の相手と同様な行動をとる。これ
も、日本に対する受容の態度の現れである。
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添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（33） 異文化接触の経験の共有
定義 肯定的な接触経験を家族や友人と共有することで、家族や友人の日本観によい影
響を与えること。
具体例 No.6-5
基本被我灌输的现在已经他们就能很正面地看待这个事情。我觉得我爸妈讨厌日本
很大的一部分原因就是因为战争，虽然好像他们没经历过，但是他们因为中国人那
种民族感，反正就很讨厌日本。就是可能不好听一点吧，就是有的时候电视报道，
因为中国跟日本的电视总会报道对方的一些不好，就是政治层面，我也不知道为啥，
但是总是有一些地方，报道对方的不好。之前日本地震什么的，我妈妈就，可能说
的不好听了点，就是我说：我的天呀怎么死了这么多人。我妈就说他们［日本军队］
当时杀了这么多人那么多人。她是无心那么一句话，也没有多想。但是现在如果还
遇到那样事情，我妈肯定不会说这样的话。就觉得现在跟过去那些没有关系。
No.6-6
就通过我学日语，就是日语系的老师什么的就是也会说毕竟你要学这个语言，你必
须得了解他嘛，然后了解多了以后，还有就很重要的一点原因是我跟日本人有了接
触，就是讲课，我觉得［日本的］普通民众，根本就没有政治层面想的那么复杂，
就是很单纯的，你对我好，我也对你好，没有说是有那么深的民族仇恨。然后我的
学生还挺能送我礼物的，我倒也不是说我觉得［送礼物］怎么样，送礼物也体现了
他们的一份心意，他们也可以不送。然后还有看日剧吧，对有些［日本人］积极的
一面，对生活的有些态度，比如说，很多很多方面，比如说家居风格，或者是为人
处事，然后还有他们日剧里面总是有很多经典的那个台词什么的，然后就慢慢的，
我就会跟我父母唠叨这些。
類似例：
No.14-2
通过和日本人的接触我觉得日本人不是我想象的那样，对他们改变了印象。我的家
乡在东北，家里的长辈有很多对日本有一些偏见，这也是我尽可能想让他们改变他
们自己的观念的地方。
理論的メモ ・“基本被我灌输的现在已经他们就能很正面地看待这个事情”（No.6-5）、“然后
就慢慢的，我就会跟我父母唠叨这些”（No.6-6）→自身の肯定的な接触経験を、
家族や友人と共有し、彼らの日本に対する固定観念によい影響を与える。→異文
化接触が日本語専攻大学生自身の＜日本文化の受容＞の態度を生じさせるのみ
ならず、それを他人にも輻射する。異文化接触が異文化理解に対して重要な意義
を有する。
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・“这也是我尽可能想让他们改变他们自己的观念的地方”（No.14-2）→まだ＜異
文化接触の経験の共有＞を実施していないが、その意欲を持っている。その意欲
は＜日本文化の受容＞に根差していると考えられる。
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添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（34） 異文化接触の持続と拡大
定義 対人関係の形成、ツールとしての日本語の活用による目的の達成、接触チャンス
の再獲得などの形で、異文化接触を持続し、拡大すること。
具体例 No.1-2
然后后来就嗯，就学生也挺多，所以就一直做了挺长时间。
No.1-16
上得也挺顺利，就一直就这样挺自然地持续下来了。
No.1-17
她会把我当成在中国的朋友一样，从日本回国也会带礼物给我，邀请我一起去看画
展，当时还拍照留念了。上完课在她家做大阪烧和她们一家人一起吃，这些都让我
感觉〇〇太太性格开朗热情，想跟她做朋友。在决定去日本留学以后，给她上完最
后一节课［汉语］后，我把以前的合照打印出来给她，告诉她虽然我不教她汉语了，
但有什么不懂的随时都能来问我。恰巧她老家在△△［日本的县名］，她同样也说
在△△［日本的县名］遇到问题可以问她……这些都是我们能够一直到现在保持联
系的原因吧。
No.3-15
［我们的话题］比如关于毕业，还有工作。感觉成为朋友了。
No.3-15
我记得有一个，那个学生觉得我讲的内容比较好理解，上课挺轻松的。后来我就继
续教他了。［I：是他主动要求学校换人的吗？］是的。
No.4-18
［I：你说有 1、2 个料理店的客人后来变成了你的学生。是怎么回事呢？］因为他
去我们店里吃过两次饭，都是和他朋友去的，说话什么的也比较放松，他就说他想
找老师学汉语，就加了我微信，后来我有时间了我就联系他了。
No.10-1
然后两个月前，〇〇老师给我介绍了个兼职，是教日本人汉语。再就是在微信上，
有和日本人聊天，好像是老师的朋友，是他加我的，有时候就聊一下。
No.11-4
下学期，要是能想到什么交流会［中日学生交流会］的更新颖的方法，可能会再办
办。
No.11-6
先开始还不熟的时候，我跟他们说话，他们虽然非常礼仪都非常周到，但是他们开
始是有一个对我比较反感的。那时候就感觉有一段距离。有一段时间挺难交流的。
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不过后来慢慢地就好了。［I：为什么好了呢？］先开始一看我这个人比较老实，也
没啥意思。后来一起玩一起学习什么的，慢慢就成为朋友了。
No.11-6
平常跟他们［日本留学生］一起玩。他们有不知道的问题，都挺喜欢问我的，有时
候会叫着我一起学习。
No.15-10
毕竟挑朋友的时候就从兴趣爱好开始筛了，所以之后就没什么聊不来的就一直坚持
下来了。
No.15-10
可能是更积极一点想去接触这个。
No.17-11
工资挺好，虽然说能教汉语，这也是一个原因，但是你看我现在扪心自问，我觉得
工资可能是更主要的原因，也没有很好，但是作为一个本科学生来讲，稳定的持续
的，人家一个月还跟家长要零花钱的，我自己就能赚，我家长还给我，就觉得自己
是富婆，想买什么都能买什么啊，然后干的这个工种呢工作内容我还挺喜欢的，所
以我就觉得能继续下去。
対極例：
No.17-11
就我教的这些学生一个也没有，因为我没有他们私人的联系方式。［ I：你也不想
要？］对，我也没想过要。
理論的メモ ・No.1-2、No.1-16→異文化接触を通して満足感を獲得した。それは、異文化接触
の持続に繋がった。→＜対人関係の不安の軽減と満足感の獲得＞は、＜異文化接
触の持続と拡大＞に繋がるのである。
・No.1-17、“感觉成为朋友了”（No.3-15）など→友人関係が構築されたため、異
文化接触が持続できた。異文化接触の【効果】に「友人関係の構築」という概念
が生成されなかったが、＜対人関係の不安の軽減と満足感の獲得＞に「友人関係
の構築」による満足感が内包されているため、これは＜対人関係の不安の軽減と
満足感の獲得＞が＜異文化接触の持続と拡大＞に影響を与えることを裏付けた。
・No.4-18、No.10-1→＜対人関係の構築への努力＞をして、接触相手に認められ、
新しい異文化接触のチャンスを獲得した。新しい異文化接触のチャンスの獲得で
「異文化接触の拡大」ができたのである。
・No.17-11→目的を達成したため、異文化接触を持続する。→＜目的の達成＞が
「異文化接触の持続」に繋がっている。
・“我也没想过要”（対極例：No.17-11）→プライベートな対人関係が形成され
ていなかったし、接触相手もいつか帰国するにもかかわらず、日本人に中国語を
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教えるアルバイトを続けている。アルバイトという接触の場があり、接触の相手
もいて、異文化接触に必要な条件が満たされているため、異文化接触が持続して
いるとみなされる。
315
添付資料（5）中国日本語専攻大学生における異文化接触のプロセス
概念名（35） あきらめ
定義 異文化接触を断念すること。
具体例 No.7-1,2
三个人在一个日料店［打工］，然后另外一个人在别的日料店。就都在日料店兼职，
后来就都不干了。［I：为什么？］怎么说呢？就是它不像那种，就是有的人去做那
种给日本人讲课的那种家教，挣得会多一点。像我每天晚上去三个小时，就是 6 点
到 9 点，然后每个小时挣十块钱，就觉得太辛苦了，然后就算了吧，也没有时间学
习了，感觉就有点累，然后就都不干了。没赚很多钱，然后也觉得没有什么收获。
根本没有时间去让你去学跟日本人交流什么的，因为活特别多，就新来的嘛，肯定
就都让你干活。然后就，就三个小时连轴转，就也没干啥，其实就只干活了，然后
就放弃了。
No.12-7
我可能就是交流特别累，嗯，比较困难啊，所以就干脆我就回避掉了。
No.14-1
［I：为什么没有持续和外教的交流呢？］我认为可能我并不是百分之百地把我的
精力全投入到日语上，我虽然很喜欢日语，觉得学习日语对我而言是一个很大的助
力，但是我觉得光靠日语的话没办法在社会上立足。像大连这个环境，日语专业是
非常棒的，但会日语的人才也非常多。如果只是日语水平高的话并不是一个非常大
的竞争力，所以我还是会想去学一些其他的东西。比如日语的簿记，现在也拿到了
N2 证书，也考过了N1，过一阵子还想去学一下商务日语和英语、俄语。所以我觉
得有得必有失吧，这种感觉。
No.16-7
我考完研究生之后，曾经想过找工作。当时是这样的，大部分的人是不赞成我去找
工作的，他们认为我应该接着去做一下研究，如果今年不行［没考上研］的话，也
不是说非得要差这么一年的时间。但是我当时的想法是去看一看，如果行的话，也
不一定就是哪个路线［考研］自己非要去走，也没有哪件是必须得做的，不一定非
要去做。但是去看了之后就会感觉［企业］条件也不是说那么的理想，相对来讲现
在很多企业，用本科生的条件去工作，不管是待遇各方面还是以后的发展都不是说
非常的理想。
No.20-2
就是对方也很忙，然后因为我也是课很多，又有各种考试，所以后来就不联系了。
類似例：
No.0-B3
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他会给我讲很多中国从日本学的东西。嗯，然后，嗯，中国人那个很多不好的方面。
［I：他跟你讲的时候你是怎么反应的呢？］我很惊讶。我停顿这么一两秒，但是
就是但是还是要正常交流下去。然后我说我能不能不教他了？语言学校那个老师他
觉得麻烦，我如果辞了，他又得再带 6 个人开着车去他［日本人汉语学习者的］公
司面试。
理論的メモ ・No.7-1,2→＜日本語の活用についての期待と実際とのギャップ＞が埋められな
かった。
・No.12-7→＜コミュニケーションの困難＞に対応しきれなかったためである。
・No.14-1、No.16-7→＜価値づけによる消極的な接触姿勢＞を取ったためである。
・No.20-2→＜接触条件の不備＞と＜学業重視による接触の一時的放棄＞が複合
的に作用しているため、断念した。
・No.0-B3→相手に中国を否定する話題をされ、相手との＜固定観念による文化
摩擦＞にどう対応すればいいかわからず、戸惑ったため、断念した。
